
２０１９年 ８月好日 

第７回セミナー 江戸城本丸御殿のインテリア（意匠） 
一般財団法人 江戸・東京歴史文化ルネッサンスの会 

 
  

日頃より、当会の活動にご支援を賜り、有難うございます。 

この度開催するセミナーにつきまして、下記のとおりご案内申し上げます。 
※詳細は、順次、メール及び当会ＨＰ（https://zaidan-edojo.or.jp/）「会の活動」にてご案内いたします。 
 

  

◆開催日時  ２０１９年 ８月１０日（土） １４時００分から１６時３０分（予定） 
       ※開場（受付開始） １３時４５分から 
  

◆会  場  東京国立博物館 平成館小講堂 
 ※会場へは、必ず西門から入場し、西門当会受付で入場証をお受け取り 

ください。詳しくは次ページを参照ください。 
  

◆後  援  千代田区、東京文化資源会議、外濠再生懇談会 等多数 
        

◆開催概要 
  

 講 演（14時20分～15時50分） 

・テーマ ： 江戸城本丸御殿のインテリア（意匠） 
江戸城内で最も重要な建物は本丸御殿でした。 

そのインテリアには、建物の用途により様々な意味が 

込められていました。小粥様が、平井聖先生のもとで関わった 

江戸城復元ＣＧ建築考証（凸版印刷・ＮＨＫなど）の経験を 

踏まえ、かつ、最新の研究状況を加えながら、江戸城本丸御殿 

のインテリア（意匠）とその意味についてお話し頂きます。 
 

  ・講 師 ： 小粥 祐子 様 
（東京都公文書館公文書館専門員 博士（学術）） 

          
  ご歓談・名刺交換（15時50分～16時10分） 
                                                             

 当会からのご報告（調査報告の概要など）（16時10分～16時20分） 
  

◆対象者と 会員および一般市民 ４０名 

 募集人数 （先着順とさせて頂きます。） 
 

◆参 加 費  お一人 会員：２，５００円／一般：３，０００円（室料、資料代、謝礼、雑費等） 

 領収書はご用意しております。 

       当会は非営利法人のため、実費等を頂戴させて頂きますので、ご了承ください。 
  

◆申込方法  ８月８日（木）迄に、下記宛てにお申込みください。 
お申込み後に参加の可否について事務局よりご連絡させて頂きます。 

また、お申込み後に参加を見合わせる場合、前日までに必ず事務局へご連絡ください。 
  

 

                                     ＦＡＸ 03-6261-6813 
第７回セミナー 参加申込書（   月   日） 

                                     Ｅメール info@zaidan-edojo.or.jp 
 

お名前 会員 非会員 メールアドレスまたはご住所 連絡先電話番号 紹介者 

      

      
※会員・非会員のいずれかに〇をご記入ください。  



東京国立博物館 平成館小講堂 案内図 
   

〒110-8712 東京都台東区上野公園 13-9 東京国立博物館 平成館１階 

電話番号：03-3822-1111（代表） 

 ※ 当セミナーにお越しの場合は、必ず「西門」よりご入場頂き、西門の当会受付で 

   入場証をお受け取り頂くことが必要です。 

 ※ 正門から入場された場合、平成館正面入り口からは、平成館小講堂へはお入り 

頂けませんので、ご注意ください。 
  

〔交通のご案内〕【公共交通機関】  

・JR上野駅公園口、または鶯谷駅南口下車 徒歩 10分 

・東京メトロ 銀座線・日比谷線上野駅、千代田線根津駅下車 徒歩 15 分 

・京成電鉄 京成上野駅下車 徒歩 15 分 

・台東区循環バス「東西めぐりん」で上野駅・上野公園バス停から乗車し、 

1 つ目のバス停が東京国立博物館前（2 分） 
  

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

〔東京国立博物館 構内マップ〕 
 



第７回セミナー「江戸城本丸御殿のインテリア（意匠）」実 施 報 告 

◆開催日時 ２０１９年 ８月１０日（土）  １４時００分から１６時３０分 

◆開催場所 東京国立博物館 平成館小講堂 

◆参 加 者 約２４名（会員及び一般市民） 

 

 

１．理事長挨拶  
 理事長 小竹 直隆 

   

 当日は、お盆の入り口に当たる土曜日で、かつ最高

気温３０度を超える真夏日のなか、理事長・小竹に

よるご参加の御礼から始まり、「江戸・東京歴史文

化ルネッサンス・５カ年計画」の活動報告があり

ました。 

 

 また、旧江戸城周辺の歴史や伝統文化や地形を活

かした市民活動とゆるやかな交流を進めている主

な団体やコミュニティをご紹介させて頂きました。 

 

 セミナーやシンポジウム、ワークショップやプ

ロジェクトなど、皆様にご参加いただける多彩な

場を創っていくことにより、世間一般の声を江戸

城全体整備構想に反映し、ご一緒に「江戸城ルネ

ッサンス」を創り上げるため、ご参加を呼びかけ

ました。 

 

 

理事長ご挨拶 

 

  

「よみがえる江戸城」 

 

 理事長小竹から本日の講師である 小粥様 の

ご紹介がありました。 

 小粥様は江戸城の第一人者である平井聖先生の

下で江戸城のデザインなど高度なレベルの研究を

されてこられました。 

 

 ＮＨＫＢＳプレミアム「よみがえる江戸城」に

おいて美麗な江戸城復元CG（協力：昭和女子大学・

ＮＨＫ映像デザイン部）が放送されたとおり、小

粥様が平井聖先生のもとで関わった江戸城復元Ｃ

Ｇ建築考証の研究を踏まえ、かつ、最新の研究状

況を加えながら、江戸城本丸御殿のインテリア（意

匠）とその意味についてお話し頂きました。 

 

 

２．講演 
 テーマ ： 江戸城本丸御殿のインテリア（意匠） 

 講 師 ： 小粥 祐子 様（東京都公文書館公文書館専門員 博士（学術）） 

   

 ご講演のテーマは「御殿」お城と言えば「天守閣」を思い浮かべがちですが、実は天守閣が権威の

象徴としてこぞって建てられたのは戦国までであり、江戸時代には重要拠点は御殿にシフトしていた

そうです。近年では、熊本城・名古屋城をはじめ御殿復元の動きも高まっています。 

 本セミナーでは「江戸城本丸御殿のインテリア（意匠）」として御殿とそこにおけるインテリアの

機能を美しく豊富な資料を基に、ご講演いただきました。 



 

 

講 師 ： 小粥 祐子 様 

 

 

小粥様ご講演 

 江戸城本丸御殿はいくつかの部屋からなる建物の群で

あり、その建物毎に機能があったそうです。本丸御殿に

は、江戸幕府の政庁と将軍の住居という公と私の２つの

機能がありました。 

 また、図面も300枚以上残っており、更に現場で使われ

た証拠や、精密な寸法まで残っているそうです。 

 

 本丸御殿の意匠には、江戸時代は決まった様式で建て

られたため、美しいだけでなく、様々な意味が込められ

た重要なものでした。 

 一つには、格式や公私を表していました。例えば、将

軍が関わる部分は銅板葺で、家臣がいる部分は瓦葺など

封建秩序における権威が如実に示されていました。また、

「部屋」には「座敷飾り（床・棚・付書院・納戸構）」と

いう「この建物のなかで最も重要な部屋」と視覚的に表

す機能をもった装置が設えられました。 

 最も格式が高い「建物：大広間」の「部屋：上段の間」

にはこの座敷飾り全種があり、建物の格が下がるにつれ

て省略されました。他にも、「釘隠し」等錺金具のデザイ

ンにも屋敷の主や格式が示されていたそうです。公的（政

庁）部分と私的（住居）部分でもインテリアには違いが

あり、天井の仕様はプライベートに近いほど簡素でした。 

 二つには、標識機能です。本丸御殿で働く人は図面を

懐中にいれて障壁画等の意匠を頼りに歩いたそうです。 

 

 また、御殿は長期間に亘って使用された建物なので、私的な建物(住居部分)では、時期によって違

いがあったり、以前までは1箇所でしか繋がっていないと思われていた建物の中で複数箇所繋がって

いることがわかる資料が見つかったりする等の新しい研究成果があるそうです。 

  

  

＊ティーブレークタイム（名刺交換、歓談、休憩）参加者、役員の懇談の場として好評でした。 

  

  

３．当会からのご報告 
 常務理事・事務局長 内田 久江 

   
 近未来の世界遺産を目指し、特別史跡・江戸城跡における歴史的建造物の復元のあり方についての理事

長・特別メッセージの報告がありました。詳細は当会ホームページ「情報公開」からご覧ください。 

  

  

・ 参加者アンケート 

   

 ご講演については、大好評で「全く知らない世界で大変面白かった」、「今まで気付かなかった視点

での江戸城を紹介してもらい、大変興味がわきました」、「江戸城本丸御殿については、テレビ、映画

で断片的にしか知らなかったが、それぞれの位置関係がよくわかった」、「お城といえば天守と思って

いたが、御殿こそ重要拠点として活用されていたことにはうなずいた。」、「本丸御殿が表、中奥、大

奥と分れているのは知っていたが、その用途により、建物の内装の構造やインテリアまで異なってい

ることは初めて知ったので大変興味深く勉強になった」との声がありました。一方、「講師の方と話

をしたかったのが残念」とのご意見も出され、今後反映させて参ります。 

 また、 当会からのご報告ついては、「海外から見た江戸城・城下町等全く異なった視点での考察等

ありましたら、ご紹介いただけると楽しみです」、「各種プロジェクトの立上げを期待しております」

との声がありました。 

以上 
ｈｈ  


